後期研修プログラム　消化器内科コース

1. 概要

・消化器疾患の患者を受け持ち、知識と検査の技術を修得する。

・自らの研修を行なうのみでなく、後輩への指導の仕方も学んでいく。

・学会や研究会の発表を積極的に行なう。

2. 研修期間

・3年間

・相談のうえ、1～2年間の研修も可能とする。

3. 資格取得の目標

・日本内科学会認定内科医

・日本消化器病学会専門医

・日本消化器内視鏡学会専門医

4. 取得手技

・検査　腹部超音波検査、超音波映像下穿刺（肝生検）、上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検査

・治療　超音波映像下穿刺（経皮的ラジオ波焼灼術、経皮的エタノール注入療法、経皮的胆嚢・　　　膿瘍ドレナージ術）、内視鏡的消化管止血術、内視鏡的ポリープ・　

　　　　粘膜切除術、内視鏡的粘膜下層剥離術、内視鏡的静脈瘤硬化療法、内視鏡的逆行性胆管膵管造影（乳頭切開術、胆道ドレナージ術など）、腹部血管造影

5. 診療科の構成：平成22年度

・常勤医　　　3名

・県職員医師　1名

・後期研修医　2名

・初期研修医　2名（2ヶ月毎のローテーション）

6. 経験目標

　
	主な手技
	経験目標数（3年間）

	上部消化管内視鏡検査
	1000件

	下部消化管内視鏡検査
	600件

	内視鏡的ポリープ・粘膜切除術
	150件

	超音波映像下穿刺
	40件

	内視鏡的逆行性胆管膵管造影
	120件

	腹部血管造影
	50件


7. 学会、研究会への発表および参加

・1年間に1回以上の学会や研究会への発表を目標とする。

・学会や研究会への参加が可能である。

8. 他の内科領域の研修に関して

　　・院内、院外での研修が相談のうえ可能である

・院内での研修　呼吸器内科、代謝内科、循環器内科など

・院外での研修　研修期間が3年間の場合に限り、6ヶ月間から1年間の期間

9. その他

・消化器内科の専門外来を担当する。

・内科の日当直業務に参加する（月に4回程度）。

・消化器内科のカンファレンスの他、消化器外科との合同カンファレンス、他病院との合同カン　　ファレンスに参加する。

